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２． 各企業のシステム運用に関する調査  









２．２ サーバ 1 台に集約させる仮想マシンの個数の調査 
 3 つの企業のケースについて調査を行った．Case1 の湘
南短期大学では，物理サーバ 1 台に集約させる仮想マシ
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３．  サーバの仮想化技術  
 サーバの仮想化技術として，「スケールアウト」と「スケー
ルアップ」の 2つの手法がある． 



























４．  仮想マシンの割り当てアルゴリズム 
４．１  既存手法 





















４．３  割り当てアルゴリズムで使用するパラメータ 
本研究で使用するパラメータを以下に示す． 
・稼働サーバ台数  N  
・物理サーバの信頼度 pr  (0 < pr < 1) 
・仮想マシンの種類 3種類 (Web/AP/DBサーバ) 
・Webサーバの個数 webM  
・APサーバの個数  apM  
・DBサーバの個数  dbM  
・仮想マシンの個数  M  
・Webサーバが割り当てられた物理サーバ台数 webN  
・APサーバが割り当てられた物理サーバ台数  apN  
・DBサーバが割り当てられた物理サーバ台数  dbN  
・サーバ 1台あたりのコスト costsv  
・管理コスト costm  
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５．  提案手法の検証 
５．１  実験諸元 
 各パラメータを以下の値に設定した時の仮想マシンの割
り当て手法の評価を行う． 
N =7～10， pr =0.9， webM =12， apM =10， dbM =12， 
M ＝34， costsv ＝1000， costm ＝200 
５．２  実験結果及び考察 
  各割り当て手法の信頼度評価関数の値を比較したもの














図 2． 各サーバ台数に対する信頼度評価関数の比較 
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